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発行：第一中学校・中野富士見中学校統合委員会 

今号では、７月１７日に開催された第９回統合委員会での協議内容などについてお知らせします。 

 

南中野中学校での特色ある教育活動について、

学校から現段階での検討状況の説明を受け、協

議しました。学校からの説明の概要は以下のと

おりです。 

南中野中学校のあり方について

☆ 基本となるのは、今現在の第一中及び中野富士見中の教育課程であり、それと合わせて、平成24

年度から始まる新教育課程もにらみながら検討している。また、予算面の裏づけが必要な事柄もあ

るので、現時点での考え方として説明する。 

○ 個に応じた授業、少人数授業の実施について 

1クラスを二つに分けて行う少人数授業を、数学と英語で実施したい。 

○ 選択教科について 

平成24年度から選択教科がなくなるので、それを先取りして平成24年度から増える予定の英

語、理科、数学、社会、保健体育の時間数を増やしたい。 

○ 学生ボランティア等の積極的な活用について 

 

 

学力向上アシスタントなどの中野区の制度を活用するとと

もに、学生ボランティアや地域の人材など、よりよい人材を活

用して教育活動を行っていきたい。 

○ 英語教育、理科教育の充実について 

英語、理科に重点を置いて授業時間数の拡大を行うとともに、

英語弁論大会への参加や英語検定の学校受験を行ったり、理科

の実験や観察のための器具の充実を図りたい。 

学力向上アシスタントを活用した授業 
(第一中ホームページから) 

○ 中野特別支援学校との交流について 

第一中で行っている中野特別支援学校との交流は継続していきたい。 

○ 豊かな情操教育について 

美術教育、技術教育、家庭科教育について、情操面から充実を図りたい。 

○ 体験学習の継続と精選について 

体験学習については、総合的な学習の時間が減る中ではあるが、体験の少ない子どもたちに対

して、精選しながら実施していきたい。 

○ 特色となる学校行事の運営 

南中野中開校時は、各学年3クラスが想定されるので、運動会を色別対抗縦割りにして異学年交

流を図ったり、クラス対抗合唱コンクールなども行っていきたい。 
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学校からの説明を受け、各委員から次のような意見が出されました。 

 

 

○ の活用という点では、

○ 中野富士見中には中学校で一

つだけ防災隊が作られている。区

の防災担当も、そういう良い活動

は引き続き行ってもらいたいと

のことだったので、お伝えしたい。

 地域人材

 

欲しい人材を言ってもらえれば、

紹介できる。 

消防団・中野富士見中防災隊・地域事業所消防団による一斉放水(同校ホームページから)

 

校章については、生徒・保護者及び関係者を対象に募

集した図案から、５点をデザイン化し、検討しました。 
校章の検討を行いました 

デザイン化した５点は、次のとおりです。 

 

《デザインＡ》 《デザインＢ》 《デザインＣ》 

 

《デザインＤ》 《デザインＥ》 

 

統合委員会での協議により、以上の５点の中から、デザインＡを基本に数種類のアレンジを作成し、

次回統合委員会で引き続き検討することとしました。 

 

 
今後の統合委員会開催予定 

・9月8日(月)午後7時から 

・10月15日(水)午後7時から

南中野地域センターで
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